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摂食 ・ 嚥下障害児 の 味覚刺激 に よ る評価 ・ 訓練法

　　　　向井　美惠

（昭和大学 ・歯学部 ・囗腔衛生学）

　咀嚼中に食物 の
一部は咽頭腔 に流れ、喉頭蓋谷や 食道入口部に貯留 され て お り、摂食 された食物は、口腔

内の 味覚の み ならず咽頭か ら呼気 に よ り嗅覚をも刺激する 。 こ の 味覚 と風味の 中心 をなす嗅覚 は 、 咀嚼 中の

食物だけで な く、飲料 の 嚥下後 にも感知 で き、嚥下 に関係す る 口腔諸 器官 の 運動 を引 きIIIす 。 こ の ような H
一

味味覚を，1匚心に 嗅覚 をも含め た 感覚刺激は 、嚥下障害の 患児の機能評価 と訓練へ の 応用が可能 で ある。こ こ

で は本訓練が不適応 な 日味 受容拒 否 の 原 因究明 の 基礎研 究 の
一端に つ い て も紹介す る 。
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は じめ に

　摂 食・嚥下機能は、歯、咬合、咀嚼、嚥 ド、嘔吐、

味覚、唾液分泌 、 発声な どの 生理機能に よ っ て営 ま

れ て い る，，また、呼吸と とも に 生 きる ため の 基 本機

能 で あ り、口常頻度高 く繰 り返 され る た め 、 障害 さ

れ る とそ の及ぼ す影響は大きい 。味覚 の 受容器が あ

る口腔 ・咽頭 領域は、摂食 ・嚥 下 を営む消化器官 で

あ る と同時 に呼吸器官で もあ る た め 、 機能障害が 生

じる と低栄養、脱水 な どの 栄養面だけで な く、誤嚥

に よる 呼吸 器感染 （誤嚥性肺炎な ど）や窒息な どの

事故を含め て そ の 影響は広範囲にわた っ て い る 。
つ

まり、摂 食 ・嚥 下 障害 の 臨床 は 安 全性 が 最も優 先 さ

れ なければ ならない 領域で ある 、、 安令性 を第一
に対

応 する ため に は、基礎知識 と し て 味覚 をは じめ とし

た 感覚刺激に対する摂食 ・嚥下 に かか わ る呼吸 と協

調 し た 口腔咽頭領域 の 生理運動 の メ カ ニ ズ ム を知る

こ とが大切 で あ り、それ らの 評価 も必要 とな る。口

腔 と咽頭 で営 まれ る食べ る こ と、話す こ と な ど の 生

活 機能は、QOL （quaLity　of 　life） に大 きな影響 を与

えて い る
1）

。

　
一方、味覚刺激は、直接的な味覚惰 報を伝 え る だ

け で な くさまざまな反射性活動 を誘発する、t／末梢神

経 を介 し て 延髄 の 弧束核 に伝達 され た味覚情報 は、

こ こ で 三 叉神経運動核、舌下神経核、迷走神経 の 疑

核 ・背側運動核 に情報を送 り、味刺激に よる 反射性

活動と し て の 顎 ・顔而 ・舌の 運動や 唾液分泌 を始め

とする消化活動を誘発 して い るへ，

1．摂食 ・嚥 下 機能

　消化管 の 人 り冂 と して の 口腔 の 機能は摂 食 ・嚥下

機能で あ る 。 口 腔 に 食物を摂 り込む捕食 （食物の 捕

捉）、摂 り込 んだ食物を咀嚼筋 の 収縮に 基 づ く顎運

動 に よ っ て 粉砕す る の に加 え て 、冂 唇 ・頬 ・舌 の 作

用 に よ っ て唾液と食物 とを混和 す る咀嚼、粉砕され

て 唾液 と混和 さ れ た食物 を
一
回 嚥 F量 に ま と め る食

塊の 形成、形 成された食塊 を舌 の 波動様運動による

咽頭 へ の移送 、 こ れ らの 一
連 の 動 きが凵腔で 営 まれ

る、，口 腔 か ら咽頭に 送 り込 まれ た食塊は、嚥下反射

を誘発 し、反 射に伴 う喉頭 蓋 による喉頭 口 の 閉鎖 と

食道入口部の 開大 を引 き出して 食道へ と人 っ て い く

（図 1 ）
3）

。 こ の 摂食 ・嚥下機能を継続 して繰 り返 し

行 うに は、味覚や嗅覚、触覚な ど に よ る
“
続けて 凵

に取 り込 もゲ とする行動を起こ させ る快 の 感覚 の

受容が 必 要 で あ る 。 摂食は 随意行動 で あ る 。 ス イ ッ

チ を入 れれば
・
定 の 動 きを常に引 き出せ る ロ ボ ッ ト

で は な い 。摂食 ・嚥下 リ ハ ビ リ テーシ ョ ン の 臨床 で

＊
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図 1 摂 食 ・嚥 ドの 過程

は 常に意識す べ きこ とである 。

1 ）口 腔 の 感 覚機能の 特徴

　 口腔 の機能 の 大 きな特徴 は、「1腔の 感覚機能が 凵

腔 の 前方部 にお い て極 め て 優 れ て い る こ とにあ る 。

凵 腔 の 感覚機能に は、味覚、皮膚感覚、深 部感覚 が

備 わ っ て い る。味覚 の 受容器 は上 に舌 の 粘膜 ヒ皮中

に存在する味蕾で あ る 。 皮膚 感覚 は 凵 腔周辺 の 皮 膚

と皮膚 に続 く口 腔粘膜 に お い て 受容す る 感覚 で 、

触 ・圧 ・温 ・冷
・
痛覚 の 5種 に 分 か れ る．、深部感 覚

は 、 咀嚼筋、舌筋 、 顎関節 、 歯根膜な どの 深部組織

か ら起 こ り、 下顎位や 歯、舌の 口腔内の位置関係 を

認知す る の に役立つ ，，

　 感覚点の 分布密度、感覚閾値、二 点識別閾な どを

測定した 報告
4｝

に よ る と、

・日 腔に お け る痛点以 外の 感覚点の 分布密度は 口腔

　の 前方部で 最 も高 く、後方 に向か うにつ れ て 低 ド

　 して い る

・口 唇 や 舌尖は体 中で 最も鋭敏な指先 と同程度 の 触

　 圧閾値お よ び 二 点閾値があ る 、t

・痛点は歯肉頬移行部お よ び軟口 蓋移行部の 粘膜で

　 他 の 皮膚 ・粘膜 トに 比 べ て 最も多 い t／

　 凵 腔 の 感 覚機能 として 口 腔 の 前方部が特 に優 れ て

い る こ と は、口 腔 に 取 り込 む 物質 を 口 腔 の 前方 で 同

定し、異物、危険物の体内侵入 を防 iLする こ と、口

腔 に摂取 した食物 の物性 を感知す る こ と に よ っ て 、

物性 に 応 じた 岬 嚼等 の 機能 を ス ム ーズ に営むため に

非常に重要 とされ て い る 。

2） 口 腔 の 感覚機能と巧緻運動

　 凵腔 の 運動機能 と して は、咀．嘴、嚥 ド、発声 （構

音〉が あげられ る、、い ずれ も多数の 筋 の 協調 した 巧

緻運動 に よっ て 営 まれ て い る。上記の 運動 機能 の 中

で咀嚼運動 の 例 で は 、 咀嚼運動 は リ ズ ミ カ ル な ト
．
顎

の 開閉運 動で あ る が 、開 口 筋 と 閉 口筋に リ ズ ミ カ ル

な収縮 を起 こ させ る指令信号 は脳幹に局在す る特別

な ニ ュ
ーロ ン集団 の 咀嚼リ ズ ム 発生器に よ っ て 形成

され る
「 1

。実 際 の 咀嚼時に は、下 顎 の 開 閉運動 に食

物 の 物理的
・化学的刺激が種 々 の 末梢受容器に働 き

か けて 誘発 され る前後運動お よ び左右運動が加味 さ

れ て、咬断、粉砕、臼磨の 運動が 営ま れ て い る。咀

嚼 峙 の 舌 は、下顎運動 に協調 して食物 を歯の 咬合面

に 運び左右側 に 運 び なが ら唾液 と混和す る 。こ の と

き大きな粒子の 食片を選択的に咬合面に乗せ、均
・

な粒 子か らな る食塊 を形成 し よ う とす る 。 こ の よ う

に 冂腔の 粘膜の 感覚機能 に よ っ て 巧緻運動が 引 き出

さ れ る。

3） 口 腔 の 運動機能の成長変化

　 母体 内 の 胎 児 の 反応 は、胎 生125 週 で 開 口 反射，

13週 で嚥下反射、19．5週 で 吸引 反射が誘 発 され、こ
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e
　　　＼
ロ唇閉 じて 飲む

●上唇の 形 変わらず
　下 唇が 内側に 入 る

●口 角 あま り動か ない

● ロ 唇閉 じて 飲み 込む

図 2　嚥下機能発達時の 凵唇 ・舌の 動き

れ らを基 に した吸啜反射は胎生 24週 頃に 観察され

る。出生 時には母乳 を摂取す る の に十分 な lr腔機能

が備 え られ て い る
6〕

。 新生児 の 中枢神経系 の 機能分

化は、脊髄 ・橋の レベ ル に とどま っ て い る。新生児

に見 られ る動作 はす べ て 反射に基づ くも の で あ る 。

新生児の 橋 の レ ベ ル 反射 として 緊張性頸反射 ・迷路

反射
・

モ ロ
ー

反射な どの 姿勢反射に 加 え て 、開 口 反

射 、 吸畷反射 、 嚥 F反射などの摂食行動を引 き起こ

すの に必須な反射で ある 。

　生後 4，5 か 月頃か ら乳汁摂取 に適応 した探索反

射、吸啜反射、咬反射な どの 反射に よ り誘発 され る

動 きが 減少 し て摂食に 必要な随意運動が 増 して 、生

後 8 か月 頃か ら は 咀嚼運動 に転換 して い く
7｝

。

4 ）口 内食物の 味と香 り

　咀嚼に より粉砕 された食物 の
一一
部 は、咀 嚼機 能遂

行 中 に咽頭腔に 流 れ 、1侯頭蓋谷や 食道入 口 部に貯留

されてお り、口腔 の 機能で ある咀嚼 の 場は口腔 と呼

吸路 と し て使用中の 咽頭 をも使 っ て 営 まれ て い る 。

咽頭腔に ある食塊か らの 香 りは 、 呼気に よっ て 鼻腔

に 運 ばれ て 嗅覚を刺激する 。 こ の 香 りは戻 り香 と よ

ばれ、岨嚼中の 食物だ けで なく、
コ ーヒー

や緑茶 、

口本酒や焼酎な ど の 飲料の 嚥 ド後に も感知で き、風

味 の 中心 をなす ともい われ て い る。こ の よ うに嚥下

機能の み な らず咀嚼機能に お い て も呼吸 と の 協調 に

よ っ て香 り と一体化 され た 味が感 じ ら れ る u

　味 と香 り （戻 り香）図 3は唾液 の 媒介 に よっ て もた

ら され る と言 っ て も過言で は ない c，摂食 ・嚥 hJ機能の

遂行に は唾液 の 分泌機能は もと よ り味覚 ・触覚 ・温冷

覚等の 多様な感覚が直接 関係 しなが ら営 まれ て い る。

韜
一

　 舌 の前後運動

●舌の 前後運動 に

　あごの連動運動

　　　
　　　　　　　　　　　　　　み
図 3 　咀嚼時 の 食塊 の 位置 と呼気

2 ，摂 食 ・嚥下 障害

　小児の 摂食 ・嚥下 障害の 原 因 と な る疾患は 多様で

あ る （表 の 。染 色体異常や口蓋裂な どの 胎生期 か

らの 疾患、脳性麻 痺 な ど の 周 産期 に起因す る疾患、

生後の 摂食に 関わ る発育過程が原因 と考えられ る小

児 な ど摂 食
・
嚥i下 障害 の 原 囚は多様で あ る

9）
。特 に

出生直後か ら重度 の 嚥下障害の ため、冂腔か らの 食

物 （乳汁 、 離乳食）が な されずに 経管か ら 栄養摂取

をせ ざ る を得 ない 小児に 対する嚥下 障害へ の 対応

は、経 口摂取 の 経験 がな い ため 口 腔 へ の 刺激 に 対す

る拒否が 強 く困難な場合が多 い
。

3． 摂食 ・嚥下 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン と味

覚刺 激

　経口摂取の経験が ない た め 口腔へ の 刺激に対 する
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向井

表 1 小児 の 摂食 ・嚥下 障害の 原因疾患

1 ．未熟性 ：未熟児、低体 重児、早産児

2 ．解剖学 的 な構造異常 （先天性、後天性） ： 口 蓋

　　裂、小顎症、喉頭軟化症、食道閉鎖症 な ど 。

3 ．中枢神経 ・末梢神経 ・筋障害 ： 脳性麻痺、染色

　　体異常 、筋ジ ス トロ フ ィ
ー症 な ど ，

4 ．発達障害 ；精神遅滞 〔知的障害｝、 ADIID 、

　　 自閉症、など

5 ．精神 心理的 問題 ：摂 食拒 否、経管依存症 な ど

拒否 が強 い 摂食 ・嚥下 障害 を呈す る小 児 に 対 して、

篳者は摂食 ・
嚥下 リハ ビ リテ

ーシ ョ ン の 臨床 の 場で

嚥 下 障害の 機能評価 と訓練 に甘味の 味覚刺激とそ れ

美惠

に加え て 廿 味物の 口 腔咽組 部か ら の 戻 り香 に よ る嗅

覚刺激を嚥 ドリハ ビ リテ
ー

シ ョ ン に応用 して きた
m

。

　1） 口腔の 感覚受容

　 乳汁以外の 食物 を経 口 か ら摂取する ため に は、口

腔 へ 摂 り込 まれ る食物を受容す る必要があ る。感覚

の 鋭敏 な口 腔内に食物を始め種 々 の 感覚刺激が 受容

され、そ の 刺激に応 じた 凵腔諸器官 の 動 きが 引きli

され て 、機能は営 まれ て い く，、嚥 下する ため に は、

冂 腔で 何 らか の 感覚を受容 して、嚥下の動 きで ある

食物 を咽頭 に 送 り込 む 凵 腔 の 機能発 達 が必 要 とな

る 。 こ の 食物嚥下 の 動 きは 離乳期 に発達する 。 嚥 ド

時 の 特徴 的な動 きの
一

つ として 嚥 ドの 閉 冂 時 に舌尖

を口蓋前方部 に押 し付け る動きを ス ム ーズ に誘導す

る 下 唇の 内転する動 きが あ る
7”。こ の

．t
連 の 動 きを

経D 摂 取の準備 （味覚の剰激）

向井 美 恵編 著 ：食 べ る機能 を促 す食 事、p44
　 　 　 　 　 医歯薬出版、1994 ．

図 4　味覚 〔廿味）刺激 に よる嚥下促 通訓練

下唇 の内側に甘味物を塗る

（舌t：tagN 塗らない ）

粘液・唾液などに よる甘味の拡散
　　　 恩
舌前方部の味蕾を刺激　一　 一

　　　　恩
甘味の受容と刺激唾液の分泌

　　　　↓
粘稠度の低い 耳下腺唾液の

分泌と貯留
　　　　母
睡液を用 いた 嚥下訓練
（安全性を担保）
　　　　恩
快 の 刺激（美味しさ）を求めて

舌運 動の 開始

　　　　恩
舌先 の前方移動に よる下唇舐め

耄
t

’

ln

畷
嘩讐

　 顯 灘 澱 fi置、

＊ 安静時の 舌突出
＊ 閉 口 ・閉唇下 における

嚥下音・呼吸音の 頸部

聴診

＊ 甘 味 ・香り刺激 に よる

唾液分泌

・
羅韈　　　 ，

＊ 嚥下 後の 舌 尖 の 下 唇舐 め

の 動 き

図 5　味覚刺激訓練 の 実際 （筋 ジ ス トロ フ ィ
ー ：福山型）
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摂食 ・嚥 ド障害児の 味覚刺激に よ る 評価 ・訓練 法

誘発す る 刺激 と して 甘味 を川 い た味覚刺激 に よ る rI

唇、舌、顎の 運動評価 と刺激唾液の 分泌能を評価す

る 、， 同様 の 手技 を嚥 ド促通 の 訓練法と し て も用 い て

い る。

2） 味覚刺 激によ る評価
・
訓練法

　味覚 （嗅覚）刺激に よ る 口唇、舌、顎の 運動評価

と分泌 された刺激唾液を使 っ た嚥 下評価 は以下 の 手

順 で 行うこ とが で きる
9〕

。

　  患児の 頭部 を上肢 で 抱え る よ うに して 問定 し

て 、下 唇 を外 転 させ て 下 唇 の 内側 に 甘味 物 を塗 る

（舌に は 直接塗 らない ） →   粘膜に 塗 られた
一
H味 物

質は、粘液 ・唾液な ど に溶融 しなが ら前歯 を越 え て

固有口腔 内へ 拡散 して い く （閉 口 と閉唇の 介助）→

  唾液に解け て拡散 した 日味 物質に よ り舌前方部の

味蕾が刺激 され て 甘味を感 じ、鼻呼吸下 に 鼻咽腔か

らの 呼気 を通 して甘 い 香 りを感 じる →   甘 味 ・
香 り

を受容する こ とに よ っ て 耳下腺を主 と し た 刺 激唾液

の 分泌 が増加す る →   分泌 された粘稠 度 の 低い 耳下

腺唾液が LI腔内に貯留する →   貯留 し た唾 液が 嚥下

反射を誘発する 、，

　 こ の よ うな過程を経て 嚥下 が 誘発 され る まで に要

した時間を計測 して 嚥 下機能の 評価 を行 っ て い る 。

また、  嚥 ド後 の 随意運動が 開始 →   少 し開口 して

快 の 刺激 （H一味の 美味 しさ）を求め て舌 の 突出 し た

動 きが な され始め る →   舌 の 突出運動に伴 っ て 舌先

が下唇 の 内側 に達 して 下唇 内側 を舐める ，、こ の よう

な過程 を観察す る こ とで甘味の 味覚受容 の 確認 と舌

運動 の 可動域 （ド顎 前歯 を越 える こ とが ロ∫能） の 評

価を行うこ とが で きる，，

　図 4 に は 甘味刺激に よ り分泌 された唾液を用 い た

嚥下機能の促通訓練 （安奈性を担保）の 過程を示 し

た，，毎 日数回 の 嚥
一
ド促通 訓練 を繰 り返 して嚥 ド機能

の 獲得を 目指す 。

4 ．具体 的な症 例

　具体 的 な 臨床応 用 を福山 型筋 ジ ス トロ フ ィ
ー

の 7

歳男児に つ い て 図 5 に示 し た．嚥下促通訓練 と して

大 切な r・技 は 、 廿味刺激 を加 えた後 の 閉 「1 ・閉唇 の

介助 で あ る 、、同時 に 頸部聴診 に よ る 嚥 下 音 の 聴診 に

よ っ て 、嚥下機能 の 評価 をお こ な う。

5 ． 味覚刺激の 受容 と基礎 研究

摂食 ・嚥 下機能は 発達段階に合 っ た外部因子か ら

の 感覚受容を経験する こ と に よ り獲得 され る 。 しか

し、 障害の ある児で は摂食 ・嚥 ド機能の発達期に お

い て経管栄養が必要な場合 も多い 。嚥下 障害の あ る

児 で は 冂 腔内に 過敏症状 を呈 し、凵 に食物を受容 し

な い 場合が 多い 。 特に出生後の 早期か ら経管に よ る

栄養摂取の み の場合 に は 、本来は快 の刺激 とな る 甘

味刺激 で さえ拒否が 強 く、嚥下訓練が進め ら れ な い

場合も多い
。 そこ で 、当教室 の 拝野 らは ラ ッ トを用

い て 出生後早期か ら胃瘻造設 し，発達期 の 経 ロ栄養

摂取 の 遮断が，凵腔内感覚受容に与える影響に つ い

て検討した。そ の 結果、早期 （生後 9H ＞か らの 口

腔 内刺激 び）遮断 は、味覚 （日
』
味）刺 激後 の 中枢 にお

け る快、不快の 両領域 に Fos免疫陽性細胞 の 発現が

み られ た こ とか ら、味覚伝達系の 発 達 に 影響 を及ぼ

す可能性を報告 して い る
1°）

。

　実験 結果 を人 に直接応用す る こ とは で きな い が 、

離乳期 に経口 か ら味覚を含め た食物摂取 を遮断 した

場合には、味覚 の 応答に何 らか の 変化が与 え られ る

可能性が 示唆 さ れ た，さ ら に廿味以外の 味覚 に つ い

て の 研究が進 め られ、摂食拒 否児 に対する 訓練の 方

法論 の 確立 が 待た れ る と こ ろ で ある．
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